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§1.業務概要 

 

 1-1 業務の目的 

 

   本業務は、国土交通省道路局制定「道路橋定期点検要領（平成 31年 2 月）」に従い、蓬田村が管理       

する橋梁の劣化・損傷の状況を把握し、交通安全性の確保及び第三者被害の防止を図ることを目的とし 

て点検業務を行うものである。 

   また、橋梁点検結果を反映し、「長寿命化修繕計画策定事業費補助制度要綱（平成 19 年 4月 2 日）」に 

従い、蓬田村が所管する橋梁について、県が構築した「青森県橋梁アセットマネジメント基本計画 

（平成 29年 5 月）」に基づきながら、支援システム（ＢＭＳ）を活用した現状に応じた合理的な維持 

管理、予防保全的な修繕・架替を行うことにより、集中する更新費用の平準化や建設コストの低減を 

図るため、「橋梁長寿命化修繕計画」（10 箇年分）を策定するものである 

 

 1-2 業務概要 

 

1)業 務 名 : 令和元年度 業務番号 第道委2号 

        橋梁点検及び長寿命化修繕計画策定業務委託 

 

2)業 務 箇 所 : 東津軽郡蓬田村  地内 

 

3)工 期 : 令和元年6月22日 ～ 令和2年 3月25日 

 

4)発 注 者 : 蓬田村建設課 

 

5)受 注 者 : 株式会社 コンテック東日本 

管理技術者：設計・地質グループ  工 藤 浩 一 

照査技術者：設計・地質グループ  三 上 裕 二 

設計担当者：設計・地質グループ  大 澤 亮 介 

TEL 017-738-9346  

FAX 017-738-1611  

 

 

   1-3 位置図 
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§2.橋梁点検概要 
 

   2-1 現地踏査結果 
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2-2 現地踏査写真 
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2-3 健全度評価基準 
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2-4 橋梁点検車使用状況 
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2-5 橋梁点検結果一覧表 
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§3.長寿命化修繕計画概要 
                                                  3-3 蓬田村の橋梁を取巻く現状 

 

   3-1 橋梁長寿命化修繕計画策定の背景                                     

 

蓬田村が管理する橋梁は全 50橋であり、その橋長別内訳は Aグループ橋梁（15ｍ以上：12 橋）と 

B グループ橋梁（15ｍ未満：38 橋）からなり、高度経済成長期（1955 年-1975 年）に整備された橋梁 

は 22橋（44％）となっており、現在橋梁の老朽化が急速に進行する一方、村の財政的な制約がある中 

で、効率的かつ計画的な維持管理・更新が重要な課題となってきている。 

これまでの事後保全型の維持管理方法では、今後橋梁補修・架替えなどの更新費用が集中的に発生 

することにより、村の財政に大きな負担となることが予想されることから、蓬田村では、平成 24年度 

に「橋梁長寿命化修繕計画」を策定し、継続的に橋梁維持補修工事を進めてきたところである。 

本計画は、村が管理する橋梁について橋梁アセットマネジメント導入によって、現状に応じた合理的 

な維持管理、予防保全的な修繕を行うことにより、今後集中が予想される更新費用の平準化や建設コスト 

の低減を図るとともに、交通の安全性確保および第三者への被害防止を目的として、｢橋梁長寿命化修繕 

計画 10 箇年計画｣を策定するものである。 

なお、現状の健全度・予算計画に基づいて策定したものであり、今後の点検結果ならびに予算計画 
の変更等によって変動が生じる可能性がある。 
 

3-2 蓬田村橋梁アセットマネジメントの基本コンセプト 

蓬田村は、以下の基本コンセプトに基づき橋梁アセットマネジメントを進めるものとする。 
 

（1） 村民の安全安心な生活を確保するため、健全な道路ネットワークを維持します 

 
これまで村民の生活を支え続けてきた多くの道路や橋梁などの高齢化が進行しており、「道路の老朽化 

対策の本格実施に関する提言」（平成26年4月）にも指摘されているとおり、適切な投資による維持管理が 

行われなければ、近い将来に大きな負担が発生することとなり、この問題を解決しなければ、橋梁などの 

劣化・損傷が進み、道路ネットワークが機能しなくなり、生活に支障を来すことが想定されます。今後の 

安全・安心な生活を確保するため、健全な道路ネットワークの維持に取り組みます。 

 

（2） これまでの維持管理の常識から転換します 

 
橋梁アセットマネジメントシステムを導入する以前の維持管理は、「傷んでから直す又は作り替える」と 

いう事後対策的なものでしたが、劣化・損傷を早期発見し早期対策する予防保全による維持管理への転換を 

更に進め、将来にわたるＬＣＣ（ライフサイクルコスト）を最小化します。 

 

（3） 社会資本の更新コストの大幅削減を実現します 

 
「いつ、どの橋梁に、どのような対策が必要か」を橋梁アセットマネジメントシステムにより的確に判断し、 

橋梁の長寿命化､将来にわたる更新コストの大幅な削減を実現します。3また定期点検などで収集した点検結果 

並びに補修工事等の履歴は、橋梁アセットマネジメントの重要な情報であり、適切な方法で記録・管理します。 
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3-4 基本方針の整理 

【シナリオ選定】 
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【長寿命化修繕計画シナリオ】 

 

  本計画では、下記フローにより予防保全型と事後保全型のシナリオを選定し LCC 算定を行う。 
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【個別橋梁の修繕計画】                                            3）個別橋梁毎の 50年間のＬＣＣ最小となる補修費 

 

   1）ＬＣＣ最小となる補修費 

 

将来 50 年間の補修費は、BMS による LCC 最小シナリオでは総額 235 百万円となる。 

1 橋梁当り補修費 約  470 万円 （50 年間補修費÷50橋） 

1 年当りの補修費 約  470 万円 （50 年間補修費÷50年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2）シナリオ別橋梁数 
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【予算シミュレーション結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P-16



 

 

 

【LCC 対象費用リスト】 

 

10 ヶ年対策費用リスト 
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【長寿命化対策工事リスト】 
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【長寿命化修繕計画の効果】                                            

 

個別橋梁ごとに、従来型の事後対策（または更新）と選定されたシナリオによる予防保全 

 維持管理の費用を比較することにより、コスト縮減効果を評価する。 

その結果、予防保全型維持管理とした効率的な修繕計画を継続的に実施することにより、 

従来の事後保全型維持管理（Ｃ２シナリオ）比較した場合50年間で約182百万円のコスト縮減 

を図ることが可能であると試算された。ＬＣＣ総額は、ＢＭＳ支援ソフト対象部材のみの費用 

である。 

＜事後保全型（Ｃ２シナリオ）と予防保全型（選定シナリオ）とした場合の比較＞ 

 
●全橋を事後保全型維持管理(Ｃ2)とした場合のＬＣＣ総額(５０年間) 417百万円 

 

●予防保全型維持管理(選定シナリオ)とした場合のＬＣＣ総額(５０年間) 235百万円 

 

    将来50年間にかかる橋梁維持管理ＬＣＣ縮減額      182百万円 
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